




要約:好発年齢以外で発症した川崎病の臨床症状,治療開始までの経過,治療に対する反応,

心血管合併症およびその長期予後について検討をおこなった.好発年齢からはずれた川崎

病発症例は典型的な経過をたどらない場合が多く,早期診断が比較的困難であった.この傾

向は特に年長例に多く認められ,治療開始が遅れる原因となっていた.好発年齢以外での原

因不明の発熱の場合でも,川崎病の可能性を考慮し,早期にガンマーグロブリン療法を開始

することが重要と考えられる.


